
令和元年度 秋葉区組織目標 

組織名 秋葉区 部長 秋葉区長 夏目 久義 

組織の

目的・

方向性 

秋葉区では、区ビジョンまちづくり計画や地域福祉推進計画に基づいて、

時代の潮流を踏まえつつ、区の将来像である「花と緑に囲まれた、笑顔咲き

そろう、にぎわいのあるまち」を実現するため、秋葉区の特性を生かしたま

ちづくりを推進します。 

秋葉区組織目標 

 秋葉区では、産学官・地域等と連携してまちの活性化と人材(人財)育成を進

めるとともに、区民の地域への愛着や誇りを育み、地域資源を生かして交流人

口や定住人口の拡大を図ります。 

この方針のもと、今年度は次の４つの目標に重点的に取り組みます。 

重点目標 

１ 産学官及び地域等と連携し、まちなか活性化や健康づくり、里山の魅力発

信、人材（人財）育成等に向けた主体的な取り組みを進めるとともに、ＡＫ

ＩＨＡsumu プロジェクトの理念に基づき、秋葉区の特性や魅力をブランド化

し、戦略的に発信することにより、地域アイデンティティの醸成を図ります。

地域主体による移住・定住促進の支援や、市民活動に取り組む新たな人材(人

財)を発掘・育成することで、地域・住民主体による魅力あるまちづくりを進

めます。 

２ 住民主体の地域活動の深化に向け、コミュニティ協議会と協働で地域課題

の解決や地域づくりを推進します。地域と学校の連携による、区の宝を学ぶ

子どもの地域学習の場を支援します。

３ 「秋葉区地域福祉計画・地域福祉活動計画」の理念を広く区民に周知・普

及し、地域住民や関係機関と連携・協力することで、健康づくりや福祉課題

を解決する取り組みの支援と活動を推進します。地域包括ケアシステムによ

る生活支援として、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることが

できるよう、継続的な支援と仕組みづくりに取り組んでいきます。 

４ 里山の魅力発信や里山と結びつけたまちなかの活性化、次世代につながる

環境教育を行います。また鉄道、花と緑、史跡など恵まれた地域資源を活か

し、秋葉区の交流人口の拡大を図ります。 

※重点目標における指標や取組状況は、各課組織目標をご覧ください。
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